
算数オンライン塾 10 月 31 日の問題 解説 
 

（解説） 

ＡＢとＣＤを延長して、その交点をＧとします。三角形ＢＣＧは正六角形ＡＢＣＤＥＦの 6

分の 1 の正三角形と同じになります。この面積を【1】とすると正六角形の面積は【6】、 

三角形ＡＧＤの面積は【4】です。 

 

ＭはＡＢの中点ですから、ＧＭ：ＭＡ＝2＋１：１＝3：１ 

ＮはＣＤを 4 分割した点ですから、ＧＮ：ＮＤ＝４＋１：３＝5：３ 
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したがって面積の比は
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＝7：41 です。 
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